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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、近世から近代移行期の奥羽両国における地域間交流を、地元に残された古文書
史料の調査分析を通じて解明した。その結果、これまで存在が確認されていなかった新たな峠
道の整備事例を確認し、その動きが地域のリーダー層を中心に国境や領主支配領域を超えた地
域間連携によって実現していたことを明らかにした。さらに、このような民間の交通網整備が
明治初年の東北地方の運輸政策の直接の前提となったことを解明した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this study, inter-regional exchanges from the early modern transitional Oou area 
were elucidated through analysis of research in local archives left on private. As a result, 
the development of confirmed cases did not slap a new existence so far been identified, had 
been achieved through regional cooperation and the lords ruled over the area around the 
border layer is a regional leader of the movement Revealed. Furthermore, we clarify the 
assumptions that were the direct transport policy development in the Tohoku region in the 
early Meiji Period such private transportation. 
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１．研究開始当初の背景 
 現在の山形県および宮城県域において、奥
羽山脈を超えて展開した地域間交流について
は、長井政太郎『山形県交通史』（不二出版 
1975 年）に代表される歴史地理学の分野で、
18 世紀から 19 世紀にかけて奥羽間横断道路
を通じて展開した流通の状況や、通婚・言語

面など生活文化面での共通性について指摘さ
れている。このことは、単に奥羽山脈を挟み
近接した地域間で交流があったということに
とどまらず、当該期の日本近世史における地
域支配の類型において、幕府及び大名の所領
が錯綜する「非領国地帯」として位置づけら
れてきた村山郡東部の山間地帯と、62 万石の
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所領を有する「藩領国」仙台藩の西部山間地
帯との間で、政治体制の違いを越えて地域社
会が形成されていたことを示唆するものであ
る。しかし、この点と関連させた地域社会の
形成・展開についての実証的な分析は、その
素材となる地域史料の発掘も含めまだ十分に
明らかにされているとはいえない。 
 一方、当該期における仙台領および羽州村
山郡の地域社会史研究において、奥羽間の領
域を越えた交流の実態が明らかにされるとと
もに、そのことがそれぞれの領域における社
会秩序の変化をもたらす重要な要素として認
識されつつある。平川新「「郡中」公共圏の形
成－郡中議定と権力」（『日本史研究』511 
2005 年）では、天明飢饉に際し村山郡の村役
人層が幕府代官と連携して形成した食糧確保
のための地域秩序の評価をめぐって、米持層
としての地主商人層だけではなく、少量の米
穀を仙台領へ販売する村山郡東部山間地の村
落住民の動向に注目し、保護すべき対象であ
りながらそれを食い破る存在としての政治的
な影響力について問題提起している。しかし、
この論文は地域政治構造の解明を主眼とする
研究であり、政策課題の焦点となった境界領
域としての山間地域とそこに居住する人々の
米穀輸送や販売の実態を正面から分析したも
のではない。18 世紀末から 19 世紀にかけて
展開した、奥羽両国の支配領域を越えて展開
していた人々の生業の実態を明らかにするこ
とは、当該期の地域秩序についての歴史的評
価を行う上も必須の研究課題といえる。 
岩田浩太郎「紅花商業と東北」（『山形大学公
開講座 山形の魅力再発見 報告集』2003
年）は、19 世紀前半から幕末期にかけての山
形城下町商人長谷川家の活動を分析する中で、
同家の紅花集荷や上方物資の販売が、拠点で
ある村山郡を越え仙台領北部および南部にま
で展開し、仙台領の地域市場に強い影響力を
持ったことを指摘している。このことと関わ
って、横山昭男「明治前期における商品流通
と輸送路―陸羽横断の諸街道を中心として
―」（『山形近代史研究』13・14 1974 年）
では、流通史の視点から近代初頭の奥羽間で
の物資輸送の実態を解明しているが、そのル
ートとなる奥羽間横断道路の整備について、
山形県令三島通庸による関山隧道開削など明
治政府主導の経済政策による交通網整備が進
展する以前に展開した、明治初年の奥羽両国
の地域住民の主体的な道路整備の意義につい
て問題提起を行っている。この動向の背景に
は、岩田論文で指摘された 19 世紀初頭以降
の奥羽間での活発な物資往来をふまえ、経路
となった奥羽間の山間村落間で、経済的な利
害関係を共有する一つの地域形成がなされる
可能性を示唆するものであるが、その具体的
な動向と歴史的意義についての評価は依然と
して課題として残されている。 

このような研究状況をふまえ、報告者は名望
家たちの奥羽横断道路構想－明治初期の山
形・宮城両県における地域振興策をめぐって
－（2007 年度東北史学会大会日本近世・近代
史部会口頭報告 2007 年 9 月 30 日）におい
て、関山隧道開削以前における奥羽間（宮城
県と山形県村山郡）の横断道路構想および開
削事業について考察した。ここでは、近世期
に最上川水運と西回り航路を通じて上方との
経済的な結びつきが強かったとされる羽州村
山郡においても、幕末期には仙台領内、さら
には東回り海運経由での江戸市場に着目した
経済活動への関心が高まっており、明治初年
に至り、実現はしなかったものの隧道開削の
構想が出現したこと、宮城県側でもこのよう
な村山郡の動向に注目し、奥羽山脈を挟む地
域間で連携して道路開削を進めていたことが、
明治 10 年代の三島県令など国家による道路
開削の前提となったと評価づけた。しかし、
報告では宮城県庁文書など行政側に残された
史料の分析が中心であり、また史料的な制約
から山形県側の動向についての言及が中心に
なるなど、現時点ではアウトラインを提示し
たにとどまっている。今後は、現在地元で保
管されている、地域側で主体的に活動した有
力者の史料発掘を進め、道路整備を契機とす
る奥羽間での地域形成とその歴史的意義を検
討する必要がある。  
 
２．研究の目的 
 
（１）18 世紀における奥羽横断路を通じた地
域間関係の解明 

ここでは、18 世紀中後期の時点での奥羽間
での地域間交流の実態について、米穀の移送
をめぐる動向を中心に明らかにする。米穀に
ついては前述した食料確保の問題に加え、村
山郡に属する村落の年貢米輸送について、奥
羽山脈を越え荒浜経由で江戸に移送するルー
トの開拓が、山間部の街道沿いに位置する
村々によって試みられている。主として公的
な側面を持つ物資の移動について、奥羽間で
どのような関係が取り結ばれたのかを解明す
る。 
（２）19 世紀前半における奥羽横断路を通じ
た地域間関係の解明 
 この時期は前述した商品輸送に加え、出羽
三山への参詣旅行の活発化にともない奥羽山
脈を越えた地域間交流が進展してゆく。その
中で、経由地となる山間地域の村々が近接す
る街道を整備し、人や物資輸送を誘致する動
きが確認される。このことを事例に、奥羽山
脈を挟んで隣接する地域間の関係を解明する。 
（３）19 世紀後半における奥羽横断路を通じ
た地域間関係の解明 
課題１、２で解明した動向、および申請者の
学会報告をふまえ、明治国家の成立を契機に



 

 

活発化した、地域主導での新道開削をめぐる
奥羽間の地域間関係を解明するとともに、明
治国家の近代化政策としての交通網整備への
規定性について考察し、近世期の到達点とし
ての歴史的意義を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 （１）文献調査 
 研究のフィールドとなる地域における既刊
の資料集の中から、奥羽横断道路および奥羽
間の地域交流についての関連事項をピックア
ップしてゆく。 

あわせて、山形県および宮城県の公的機関
に保存されている未刊行の古文書資料につい
て、本研究課題と関連するものを対象にデジ
タルカメラで撮影し、画像データを用いて内
容を解読・分析してゆく。 
 
 （２）フィールドワーク及び史料所在調査  

実際に奥羽横断道路が通じていた現場にお
いて、地域の人々から関連する事項について
聞き取り調査を行う。 

あわせて、地元に未整理のまま保管されて
いる、奥羽横断道路および奥羽間の地域交流
に関連する古文書資料の所在調査を行い、そ
の保全を行った上で整理と分析を進める。 

上記については、NPO 法人宮城歴史史料保
全ネットワークとの協同で、適宜仙台地区の
大学院生の協力をえて行う。 

 
４．研究成果 
  
（１）19 世紀災害下における地域間交流の実
態解明 

天保 3-4 年の羽州側、同 7-8 年の奥州側の
飢饉にともなう街道での物資移動統制の状況
から、個別地域の生存確保のため奥羽両国が
対立する状況を解明することが出来た。 

また、そのような状況を前提にした仙台藩
政の動向を、従来の研究ではまったく注目さ
れていなかった仙台藩主および藩官僚層の動
向から分析し、地域間交流を通じた藩政の変
容について具体的に明らかにした。 

上記の点については、仙台藩校養賢堂の算
術指南役であった別所万右衛門の記録から解
明された。従来全く利用されていなかった資
料について、全文翻刻を行った。そのことに
より、蓄積の少ない仙台藩に関する通史的な
基礎史料を学会及び地域社会に提供し、今後
の地域史研究に資することが出来た。 
 
（２）地域間交流を踏まえた 19 世紀仙台藩地
域リーダー層の社会活動とその歴史的意義 

仙台藩領において、特に 18 世紀後半以降に
上記のような地域間交流などを背景に出現す
る地域リーダー層の動向について明らかにし
た。 

全体の傾向としては、18 世紀後半以降の仙
台藩献金制度の分析を通じて、彼らへの社会
的責任の要求を背景に、彼らが藩政へ具体的
に関与してゆく動向が、幕末期仙台藩政に一
定の規定性を与えるという展望を示すことが
出来た。また、同時期のこのような動きに対
応する藩官僚の動向を分析し、儒教思想を応
用した社会資産の均分化や、市場経済を統御
するためのあらたな社会システムの構想の存
在について明らかにした。 
 個別の事例研究としては、桃生郡名振浜（石
巻市）の永沼丈作の天保飢饉前後の動向を解
明した。北上川河口の戦国期からの旧家であ
った永沼家は、19 世紀初頭から海運業などに
より中興した。そこでの資産蓄積をはき経に、
動向を背景に、永沼丈作は天保飢饉期の救済
に積極的に関与する。さらには藩の捕鯨仕法
に献策するが、それはアメリカ船の日本沿岸
接近を背景にした動きであった。天保末の献
策は藩、地域双方に受け入れられなかったが、
幕末仙台藩での海防策の議論の中で注目され、
政治的立場を浮上させたのである。 
 また、最上海道の沿線に位置する加美郡小
野田本郷（加美町）の池田伊兵衛は、天明飢
饉後の地域復興を、地域間交流に基づき実践
していた。儒学書に記された政治理念に基づ
き、羽州や南部領からの移民を招請する一方、
備荒貯蓄や救済基金を創設した。仙台藩にお
けるこのような地域リーダーの動向を明らか
にしたのは本課題が初めてであり、さらに 19
世紀初頭に関東などで見られる農村復興策の
先駆的な動向をなす事を明らかにした。 
 
（３）明治初年における奥羽両国間の新道開
削事業の実態と歴史的意義の解明 
明治初年の奥羽両国間を結ぶ交通網再編に

ついては、従来の研究では明治政府や山形県
令三島通庸による政府主導の事業と位置づけ
られていた。 
これに対し、本課題における新たな史料発

掘と分析に基づき、幕末期から地域名望家を
中心とする地域住民主導の太平洋海運と内陸
交通の事業の存在を明らかにすることができ
た。具体的には、黒川郡吉田村（宮城県大和
町）と村山郡観音寺村（山形県東根市）間の
新道、二口峠（仙台市・山形市）の改修、村
山郡猪野沢村（東根市）と宮城郡新川（仙台
市）を結ぶ猪野沢新道の開削事業、および明
治３年（1869）に山形町の住民が提案した笹
谷峠のトンネル開削構想を明らかにした。 
これらに関与した地域リーダー層の動向と

しては、二口峠と猪野沢新道について明らか
にした。前者については、仙台藩の蔵元商人
であった大竹徳治と、宮城郡石浜に拠点を置
く廻船商白石広造の動向に着目して明らかに
した。大竹は幕末から戊辰戦争期の仙台藩で、
下級藩士層とともに洋式軍艦を用いた藩によ



 

 

る特産品交易事業に関与し、羽州からの物資
移送も含めた流通網を形成していた。白石は
明治維新後の山形県による殖産興業策に関与
しており、大竹が宮城県側、白石が山形県側
に出資して新道開削が実現したのである。 

猪野沢新道については、通称「小山田新道」
という呼称が地域に伝えられているが、小山
田正見・為吉の兄弟が開削に関与していた。
小山田家の開削は、奥羽両国間の馬車通行を
可能にするための道路事業であったが、この
事業は大久保政権下で山形県令に赴任した三
島通庸により国家事業として位置づけられた
のである。 

以上の分析から、明治 16年（1883）に開通
した関山隧道の開削事業は、実は地域側の主
体的な交通網整備の到達点として位置づけら
れることを明らかにした。すなわち、これら
の事業こそが、明治政府による交通再編政策
の歴史的前提となったことを解明し、当該期
の奥羽両国の歴史像を転換する地域の主体性
を提示することができた。 
 
（４）研究対象地域における歴史資料保全 
 今回研究対象となった地域は、約 37 年周期
で発生する宮城県沖地震の想定被害地域でも
あった。研究期間の 3年間で、地域の個人宅
7 件に所蔵されていた古文書史料の撮影と保
全を実施した。 

以上のデータは所蔵者に加え、NPO 法人宮
城歴史資料保全ネットワーク事務局、および
関係自治体に提供し、研究期間終了後の継続
的な利用に供することができた。 
 また、研究期間中の 2008 年 6 月に岩手・宮
城内陸地震が発生した。本研究課題は山間部
の交流を課題にしていることから、NPO 法人
宮城歴史資料保全ネットワークと協同して古
文書の保全活動を実施した。その結果、上記
の調査とは別に 3件の古文書資料を保全する
ことができた。 
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